
2020年3月期
決算説明会用資料（WEB開示版）

2020年5月22日



© 2020  KYOKUTO BOEKI KAISHA, LTD. -2-

目 次

2020年3月期決算概要

配当政策

2021年3月期見通しについて



2020年3月期決算概要



© 2020  KYOKUTO BOEKI KAISHA, LTD. -4-

2019年3月期
2020年 3月期 前年度との

増減額期初見通し 実績

売上高 67,972 69,000 60,387 ▲7,585

売上総利益 8,875 9,000 8,667 ▲208

販管費 7,795 7,900 7,789 ▲5

営業利益 1,080 1,100 877 ▲202

経常利益 2,023 1,600 830 ▲1,192

親会社株主に帰属
する当期純利益 1,276 1,200 221 ▲1,054

2020年3月期決算概要

◆ 売上高 -----
重電設備事業、計装システム事業の落ち込みに加え、米中貿易摩擦の影響で
ねじ関連事業が低水準に推移し減収

◆ 売上総利益 ----- 売上同様、米中貿易摩擦の影響によるねじ関連の落ち込みが響き減益

◆ 営業利益 ----- 売上総利益の減益に伴い減益

◆ 経常利益 -----
持分法適用会社の清算損失と台風被害による損失に加え、新たにタイの持分
法適用会社で減損損失が発生し大きく減益

◆
親会社株主に帰属
する当期純利益

-----
新型コロナウイルスの影響などによるのれんの減損損失と投資有価証券評価損
により大きく減益

（単位：百万円）連結P/L
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2020年3月期利益概要
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2020年3月期決算概要（事業セグメント別）

■ 重電設備 ------
第4四半期に納入が予定されていた大型案件が見送られた関係などで減収減
益

■ 鉄鋼関連 ------ 国内外向けともに比較的堅調に推移したことから増収増益

■ 資源開発機器 ------ 探査船向け予備品の納入があり増収増益

■ 検査装置 ------ 大手自動車向けリニューアル・メンテ事業が年度を通じ好調で増収増益

事業の種類別セグメント － 基幹産業関連部門

連 結
2019年3月期 2020年3月期 増減金額

売上高 売上総利益 売上高 売上総利益 売上高 売上総利益

重電設備 19,819 1,311 14,640 1,200 ▲5,179 ▲110

鉄鋼関連 1,595 204 2,101 218 505 14

資源開発機器 1,374 302 1,678 392 303 89

検査装置 2,003 489 2,132 550 128 61

その他 144 24 135 14 ▲9 ▲9

合 計 24,937 2,331 20,687 2,376 ▲4,249 44

（単位：百万円）
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2020年3月期決算概要（事業セグメント別）

■ 航空電子 -----
前年度のような大型案件の納入がなかったものの自動車向け軽量ケーブル
は計画通り好調に推移し減収増益

■ 電子機器 ----- 半導体関連部品が年度を通じて好調に推移し増収増益

■ 計装システム ----- 台風被害などにより来期以降への納入延期が相次いだことから減収減益

事業の種類別セグメント － 電子・制御システム関連部門

連 結
2019年3月期 2020年3月期 増減金額

売上高 売上総利益 売上高 売上総利益 売上高 売上総利益

航空電子 2,529 346 2,073 427 ▲456 80

電子機器 1,846 492 2,148 523 284 31

計装システム 8,173 566 5,598 387 ▲2,575 ▲178

合 計 12,568 1,405 9,820 1,338 ▲2,747 ▲67

（単位：百万円）
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2020年3月期決算概要（事業セグメント別）

■ 樹脂・塗料 ----
中国およびメキシコにおいて年度の後半に落ち込みが見られたもののインド向
け塗装設備の案件が収益に貢献し増収増益

■ 複合材料 ----
輸出向け副資材などが好調に推移したほか3Dプリンターの新規受注もあった
ことから増収増益

■ 食品関連 ----
ハム・ソーセージ向け国産機械の納入は計画並みに推移したものの加工品副
資材が計画通りの伸びを示さなかったため増収減益

事業の種類別セグメント － 産業素材関連部門

連 結
2019年3月期 2020年3月期 増減金額

売上高 売上総利益 売上高 売上総利益 売上高 売上総利益

樹脂・塗料 11,407 1,187 11,615 1,226 208 38

複合材料 2,686 435 2,969 525 283 90

食品関連 899 167 916 153 16 ▲14

合 計 14,994 1,791 15,501 1,906 507 114

（単位：百万円）
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■ ねじ関連 ----
昨年来の米中貿易摩擦及び国内における台風による客先減産の影響に加え、
第4四半期における新型コロナウイルスによる中国での客先減産の影響で減
収減益

■ ばね関連 ----
車載アクセサリ用定荷重ばねが対象車種の生産計画の遅れたことなどから減
収減益

事業の種類別セグメント － 機械部品関連部門

連 結
2019年3月期 2020年3月期 増減金額

売上高 売上総利益 売上高 売上総利益 売上高 売上総利益

ねじ関連 14,558 3,043 13,490 2,766 ▲1,067 ▲277

ばね関連 915 302 887 279 ▲27 ▲23

合 計 15,473 3,346 14,378 3,045 ▲1,095 ▲300

（単位：百万円）

2020年3月期決算概要（事業セグメント別）
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2020年3月期決算概要 （事業セグメント別）

（単位：百万円）
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配当に関して

2020年3月期 【年間】 60円 2021年3月期 【年間】 未定

株主優待制度を新たに実施

より一層の株主還元を目指してまいります

※0円

※配当金は、株式併合前金額



2021年3月期業績見通しなどについて
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「KBKブレイクスルー2023」計画経営目標

2024年３月期までに達成すべき目標

連結経常利益 25億円

ROE 8%

総還元性向 35%以上

自社株買い 発行済株式数の10%程度（1～2年以内）

計画2年目となる今年度、新型コロナウイルスの業績に対する

影響を推測することは困難ですが、現時点では計画目標の

達成に向けて邁進してまいります

※自社株については、2020年2月3日時点で目標の半分程度を実施
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2021年3月期業績見通し

2021年3月期の連結業績予想につきましては、

新型コロナウイルスの影響を合理的に算定

することが困難なことから現時点では未定と

させて頂き、開示が可能になり次第改めて

説明させて頂きます。

何卒ご理解のほどお願い申し上げます。



見通しに関する注意事項
この決算説明資料に記載されている売上高及び利益等の計画金額は、いずれも、当社及び当社グループ会社の事業に関連する

業界の動向についての見通しを含む国内及び諸外国の経済状況、並びに各種通貨間の為替レートの変動その他の業績に影響を
与える要因についての現時点での入手可能な情報をもとにした見通しを前提としています。
これらは、市況、競合状況、新規取扱商品の導入及びその成否等、多くの不確実な要因の影響を受けます。

従って、実際の売上高及び利益等は、この資料に記載されている計画とは大きく異なる場合があります。
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